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 考古・歴史・民俗の頭文字を取って考歴民と名

付けました。  

 

地名:森 

 古代、大化改新後に班田収授法が施行され、全

国の土地が朝廷のものになった。 

条里制を施行して、班田農民に土地を分け与えて

いった。 

その代わりに、これらの農民から年貢を取った。

ただ、貴族、寺社等には特権的な土地所有が与え

られた。 

奈良時代から平安時代にかけて、朝廷の力が弱ま

って行くと、逆に有力貴族、寺社は強くなってい

く。重い年貢に耐えきれずに班田農民は村を捨て

逃亡する。 

これら逃亡農民などを使役して、貴族、寺社は未

開地を開墾し、耕地を広げていく。 

また、中小農民から土地の寄進を受けたりして、

自己の所有地を増やしていく。 

このように朝廷の力の及ばない土地を「荘園」と

呼んでいる。 

交野地方には石清水八幡宮の荘園があった。 

天暦３年（９４９）のことで三宅山一帯１４００

町歩にわたる広大なものである。 

 

津田山から交野山、竜王山、星田の山々まで入っ

ていた。 

そのほかに山年貢を収納する倉庫、荘園の管理を

する役人の住む住宅地などが６町歩、荘司（荘園

の管理人）が荘園内の農民を使って耕作する田（佃、

つくだ）が２３町歩もあった。 

 

 

 

池田麗一著「須弥寺沿革誌」に、山司（荘司）と

して石清水八幡宮から派遣されてきた役人の名前

が森に伝わっていると記されている。 

それによると延久年間（１０６９～１０７４）、森

宮内少輔という有徳の人が森に住んでいた。 



彼は森にあった「警固観音」が大変荒れ果ててい

るのを見て、私財を投じて再興した。そのことに

よって彼の名が上がり、これまで「無垢根（むく

ね）」と呼んでいたこの村の名前を「森の村」と呼

ぶようになったというのである。 

  

須弥寺            陽石 

 

「無垢根」というのは「白無垢」というごとく、

純粋、汚れのないということであるが、森の場合

は字が違って「椋（むく）の木」の意味であろう。

山麓の村であるから付近に椋の大木があった。 

その周囲に発達した村ということである。 

なお、森には小字名が実に多い。 

しかも、山地の方も細かく分かれている。 

これは江戸時代、森を領有していたのは、初めは

大阪町奉行であった旗本島田越前守直時、次いで

淀城主永井尚政、旗本永井尚春（尚政の子）、弟の

永井尚庸などの領地となり、最後は小田原大久保

家の領地となって幕末に至る。 

この永井家のとき過酷な年貢の取立てを行ったの

で、村人が自衛策として、わざと字名を多くし、

細かい田に分散させ、段別が少ないように見せか

けたためであると言われている。 

 

小字名 

森 加賀田・権田・平田・付田・広ヶ田 

油田
あぶらでん

・大量権
たいりょうごん

・城戸
き ど

・北城戸・地蔵筋 

船戸
ふ な と

・茶
ちゃ

長
おさ

小溝・大知
お ち

・貝
かい

吹田
ふ き だ

・鉾
ほこ

立場
た て ば

堂山・関留・卵塔・楢木山・楢木谷 

古畑・奥古畑・砂留・山神・大知谷 

ゴミヶ谷・清水谷・樋洩
ひ も り

田
でん

・矢ザ・鍋谷

善谷・祥
じょう

廓
かく

・石船・鳩首・烏ヶ谷・コゴ

セ原・鼠 通
ねずみどおり

・堂ノ前・宮ノ口・田渕 

山田・鍋谷・天田・鳥頭ケ谷・新田・宮

ノ東・楢ケ谷・志水・常徳寺・川久保 

堂池・谷ノ茶・左ケ谷・右ケ谷・西ケ谷

カイガケ・大谷・小山・石戸原・小町宮 

ミドリ山 

 

駐車場の看板に小字名が使用、残されている 

 

伝説:カエル石 

「わがまちふるさとかたの地名をたずねて」より 
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十一面千手観音 
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